
令和２年11月定例会（付託）
経済委員会資料 資料３
農林水産部

「次期とくしまブランド戦略」の骨子（案）について

オール徳島の体制で，県産品のブランド力を高め，「もうかる農林水産業」の実現を目
指し，「園芸品目の生産振興」と「農林水産物の流通販売」にわたる様々な施策の展開方
針を定める本戦略（第５期）が，今年度末をもって取組期間を終えることから，新たな戦
略（第６期）を策定する。

１ 取組期間

令和３年度～令和６年度

２ 戦略の方針

（１）ＷＩＴＨコロナ時代に即した「強靱な園芸産地」へのリノベーションを加速

①WITHコロナ・アフターコロナ時代を勝ち抜く！園芸産地の強靱化
家庭消費に直結する「卸売市場」のシェア獲得のため，産地と連携し主要な品目の生産を強化・
高度環境制御等，生産を支える設備等の集積による効率的な施設園芸産地づくり・

② SDGsで創造する食の未来 安全安心なとくしまブランドの強化

有機・減農薬栽培など SDGsを実現する環境保全型農業の拡大・
ＧＡＰの裾野拡大と高度化を推進し，生産工程管理の「見える化」による・
産地の信頼向上

③アカデミーでつなぐ多様な人材の育成・活用

次代を担う多様な「人材力の強化」・

④ Society5.0に対応する高品質生産・省力化技術の実装
IoT，ビッグデータ，AI，ロボット等の先端技術を活用し「スマート農林水産業」の実装・

（２）販売チャネルの多様化に応じた「しなやかな販売戦略」を実践

①発信力の高い販売チャネルを活用したブランディング

ターンテーブルを首都圏の販売拠点とし，徳島ゆかりの飲食店のネット・
ワーク等を活用して，販路を面的に拡大
県内の産直や飲食店と連携，大阪・関西万博も見据え「フードツーリズム」の推進・

②国産回帰！好調な家庭消費を支える「市場流通」販売チャネルの深化

市場関係機関と連携し，消費地ニーズを満たす大ロットで安定した販売の展開・
東北・北海道など「航空貨物」等を活用した新たな市場の販路開拓・

③「コロナとの共生」を踏まえた海外輸出チャネルの拡充

オンライン商談会やバーチャル展示会による「新たなマーケティング手法」の実装・

④「新しい生活様式」に対応した販売チャネルの開拓

ＥＣサイトやリモートツール等，デジタル技術をフル活用したマーケティングや，・
県内需要の喚起による地域内経済循環の促進など，「アフターコロナ」をも
見据えた販路の開拓

３ 戦略推進体制

県と「とくしまブランド推進機構」が両輪となり，「産地と消費地」，「生産者と実需

者や市場・流通関係者」を結び県産品の生産，流通，販売をトータルサポートし，戦略

を推進する。


